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平成２８年度第２回学校関係者評価報告書

鳥取県立米子高等学校

校長 田 中 宏

評 価 日 平成２９年１月２１日（土）

評 価 ・ 提 言 学校の所見・改善策等

１ 今年度の自己評価について

(1)重点目標の達成状況

① 確かな学力の育成

［授業改善について］ 「学びの文化祭 in Yonago」は参
・前回授業参観をして、授業もよく工夫されていると感じた。加も１００人になり広がりを見せ

Ｂ評価でなくてもよいのではと思った。 たが、日々の実践を見てこの評価

［資格取得の促進について］ にした。

・資格の取得状況や難易度を知りたい。 次回から資料を提供したい。

② 豊かな人間性の育成

［遅刻者数削減と無言掃除について］

・遅刻者は相当減っており評価できる。無言掃除は掃除をし 情操教育を意図したことと中間評

ていない訳ではないから、評価はＣ出なくてもよいのでは 価であることでこの評価にした。

と思った。

［ＴＥＡＳ活動の推進について］

・敷地外のゴミの状況など変化はあったか。 ＴＥＡＳ活動には真面目に取り組

③ 自己実現のための進路指導の充実 んでいてゴミも減少した。

［産業社会と人間・プレテーマ学習・テーマ学習について］

（学習成果発表会を参観して）

・保育園への訪問時に生徒が自主的に動く様子を見て、この

取組が原動力になっている事がわかった。これが世の中に

打って出る力であり、今一番求められているものだ。

・中学校への訪問で面接指導をしもらい、生徒は「高校生は

すごい」と感心し、教師は卒業生の成長ぶりに驚いていた。指摘の通り、踏み込みが浅いとこ

こういう指導がベースになっていると感じた。 ろがある。教員がもっと高いレベ

・自分で問題を発見し解決する、思考して行動するなどは、 ルを求める必要があると感じてい

必要なスキルであり、教師の指導の成果を感じた。 る。

・テーマ学習はテーマを次年度へ継続していく方法もある。 ２ 年 次 の 段 階 で 今 年 度 中 に

プレテーマ学習ではテーマ設定の動機が見えない。キャリ RESAS(地域経済分析システム)の
アプランニングは抽象的になってきている。 出前講座を実施する計画である。

［進路希望の実現について］

・今年度も島根大学、鳥取環境大学、関西学院大学など国公 今年の３年次生は可能性にチャレ

立四大・短大、私立難関大学など実績が出ており、高く評 ンジしてよく頑張った。

価したい。

④ 地域との連携による学校づくり

[社会につながる教育活動について］

・主権者教育などよくマスコミに取り上げられていて、取組 主権者教育は毎年３月、２年次生

が推進されているのがわかる。 に模擬投票を実施しており、本県

の先駆的な取組を行っている。



評 価 ・ 提 言 学校の所見・改善策等

(2)説明・公表について

［保護者アンケートについて］

・思いが伝えられない子供を心配する親のコメントがあるが 無記名なので可能な範囲で対応す

対応できているか。 る。

２ 今年度の県立学校裁量予算による特色ある学校運営の状況

について

［確かな学力育成プログラム］

・問題なく執行されている。総合美術展が学習成果発表会と 本会議も同時開催にしているので、

同時、同所での開催で観覧し易くなっている。 観覧して頂き有り難い。

［自己実現進路指導プログラム］

・進路指導アドバイザー（水野先生）の役割が大きく、有効 ＰＲに務めたい。

に活用できていると感じる。生徒教員のみならず保護者に

ももっと話を聞いてもらえるとよいと思う。

［地域との連携プログラム］

・吹奏楽部には年間を通じて保育園に関わってもらって大変 これからも様々な取組を行い、地

感謝している。園児が生徒と真剣にコラボをする様子を見 域に貢献したい。

て保護者が「育てられている」と言って喜んでいた。

３．取組改善のための提言

［平成２９年度県立学校裁量予算について］

・少子高齢化で看護師はさらに不足していくことが予測され 協力を頂きながら、看護を目指す

る中、人材育成に向けた指導に協力したい。新規事業の「看 生徒に早期から学習への動機付け

護の職場体験」については看護協会に協力依頼をしてもら を行いたい。

うとよいと考える。


